
　昨年の今までにない猛暑の夏、集中豪雨による洪
水被害や四季豊かな日本の気候が無くなるような以
前とはまるで異なる近年の状況は地球規模の気候変
動によるものと言われています。
　このような危機に対して、脱炭素社会、循環社会
を目指し住み続けられる鯖江市のために、ごみの減
量化や再生可能エネルギーなどによる脱炭素やＳＤ
Ｇｓ活動など色々なことに取り組んできています。
　鯖江市ではさらに脱炭素社会を目指すために昨年
1０月より脱炭素など環境を担う人材育成プロジェ
クトであるＧＩＡ（グリーンイノベーターアカデミ
ー）に参加している学生を鯖江市で受け入れて二つ
のグループに分かれて活動しています。
　『市民主体の環境政策へ』チームと『資源循環が
オープンな街を目指して』チームの２チームです。
　１２月に行われた発表会では２チームが共に１位
に選ばれました。現在もエコネットさばえを拠点
に、地域おこし協力隊インターンとして継続して活
動しています。

鯖江市の環境政策への学生の提言

　毎年１２月にサケの卵のふ化観察と稚
魚の放流会を実施してまいりました。しか
し、新聞やニュースでも話題になりましたが、海水の
温度上昇によりサケの遡上が激減しサケの卵が入手で
きませんでしたので稚魚の育成も放流会も中止とさせ
ていただきました。
　地球温暖化が影響しているともいわれています。地
球の為、持続可能な社会の為、今一度私たちにできる
ことを考えてみてみましょう。

サケの稚魚育成・放流会中止について
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【編集後記】

家族団らんの元旦に発生した能登半島地震の映像を見て自然の力のすごさと災害の悲惨さに驚かされました今回の地震で被災さ

れた皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに一日も早い復興をお祈り申し上げます。編集委員：エコプラザさばえ広報部会

環境保全を担う人づくり　鯖江の未来を探しに行こう！環境保全を担う人づくり　鯖江の未来を探しに行こう！

廃油ろうそくづくり

日野川水族館ビオトープ観察会 種撒き

ハーブのよせうえ体験

間伐材つみき

プランターづくり

脱穀体験

収穫祭

ダンボールコンポスト説明会

地球温暖化教室

紙すき体験



　　　絶滅したコウノトリが、ついに鯖江でヒナの誕生

　コウノトリは鯖江市周辺では、1970年に武生（越前市）にすんでいたのを

最後に見られなくなり、野生では絶滅と

なってしまいました。その後、人工増殖

に成功し現在は全国で300羽が野生化す

るまで回復しました。

　鯖江には2010年頃から再び飛来が確

認されるようになり、昨年2022年には

人工巣塔の上で産卵しヒナが誕生しまし

た。鯖江の地での誕生はとても喜ばしい

ことです。

　　　   絶滅への道

　これまでの田んぼは湿田と言って湿地の役割を果たしてい

ていました。ところがこの乾田化で広大な湿地を失うことと

なり、メダカやドジョウ、カエル等の生息地を破壊し多くの

生き物を絶滅危惧種へと追いやったのです。 

　農薬で水辺（湿田）の生き物は汚染され、それを食べたコ

ウノトリが中毒死したり、また乾田化によりエサがなくなり

飢え死にしていきました。さらに松の木が無くなり繁殖が出

来なくなり、そうしてコウノトリは絶滅していきました。

            共生への課題

　コウノトリは肉食で、一日に一羽が約500gの魚やカエル等のエサを食べま

す。人間が食べる量に換算すると概ねステーキ約3枚分くらいです。すごい大

食漢です。この多くのエサの確保には、田んぼを湿地化し

て小動物たちを増やし、減農薬や有機肥料の使用、さらに

はこまめな草刈と言った大変な作業が必要となります。

　例えばコウノトリ米のように高く売れて、農家が米

づくりだけで暮らしていければ良いのですが、そのた

めには大変な作業が伴います。

　また、人工巣塔はあくまで代用策であり、松林の

再生が必要です。

　コウノトリとの共生へ道は簡単ではありません。

　　　　農薬と乾田化（田んぼの造り変え）

　1960年頃から農薬や化学肥料の使用により米の生産量は飛躍的に拡大し、

みんながお腹いっぱいご飯を食べられるようになりました。また除草剤によ

り、田んぼの草取りの苦労がなくなりました。あわせて土地改良事業による乾

田化により、トラクター等の機械で農作業が出来るようになりました。乾田は

1m以上もある深い排水路を掘って造られていて、乾かすことができる田ん

ぼです。大豆畑や麦畑にも変えられ、また再び田んぼに戻すことも

できます。そして米もたくさん獲れる大変優れた農地なので

す。
持続可能な社会の実現を目指して

　私たち人間が、これまで良かれと思って求めてきた豊かな暮らしは、声を上

げずに絶滅していった多くの野生生物の犠牲の上に成り立っています。環境問

題は野生生物の絶滅そして生態系サービス低下につながり、最後は人間の住め

ない地球へとなっていきます。

　『Think globally Act locally』これは地球規模で考

えて地域で行動するという意味です。

　環境問題のような大きな問題に対して

は、まず自分の身近なところから行動を

始めることが大切です。そして地球・

未来・人を思う気持

ちで、小さくても良

いので活動を続けて

いきましょう。

コウノトリを頂点とする「生態系ピラミッド」

写真提供：日本野鳥の会福井県　酒井敬治氏


